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写真 i 丸山古墳主体部遺存状況

写真 2. 丸山古墳遠景

写真 3. 丸山古墳獣帯鏡出土状況 写真 4 復元された丸山古墳
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北山古墳

北山古墳は平成 8年度に虎御前山教育キャンプ場整

備事業関連の調査の擦に確認された前方後円墳である。

主体部は後円部で確認され、全長5.6mo幅0.85mの割

竹形木棺が直葬状態で検出された。北山古墳が立地す

る虎締前山は織田軍の小谷山攻略の際に、周辺の雲雀

山や飯喰山などの独立山塊と同じく、砦として使用さ

れていたため、墳丘はかなり改変されているようであ

る。

棺内には丸山古墳と同じく、赤色顔料が塗布されて

いた。副葬品としては、鉄短甲・鉄剣・鉄万子、そし

て丸山古墳と同じく舶載鏡が、それぞれ 1点ずつ相内

から出土している。主体部の遺存状態は良好で、、遺物

の出土位置はほぼ元位置を保っているものと思われる。

これらの副葬品の中で注話されるのは舶載鏡と盟申

σ2m  

菌 2 北山古墳主体部遺物出土状況

である。舶載鏡は鏡背面の外区に唐草文をめぐらし、

内区に銀を中心に神獣を配置している。この文様の組

み合わせは、丸山古墳から出土した唐草文縁獣帯鏡と

同形といえるものである①。しかし両者の寸法は少し

異なり、丸山古墳のものは直径11.5cm、北山古墳のも

のは直径13.6cmと北山古墳の鏡の方がやや大きい。遺

存状態も北山古墳の方が良く、鉦の付近に若干の摩滅

がみられるものの、外区・内区とも文様が良好に遺存

する。北山古墳の鏡は、出土状況からみて棺内の被葬

者の胸のあたりに寵かれたと考えられる。

短甲は鉄製の横持|板鋲留短甲であるが、地板や帯板

の組み合わせ方などは、河内の巨大古墳群から出土す
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る、所講定型化された量産品の短甲とは明らかに異な

るものである②。

これらの出土遺物などから、北山古墳は 5世紀代と

いう年代が与えられている。

北山古墳が立地する虎御前山には閉郷崎古墳をはじ

め、その他多数の古墳がみられ、山の頂上あたりには

織田信長陣地跡と伝えられる前方後円墳がある。この

前方後円墳は前方部が援形に開く墳丘をもち、現在の

遺存状況だけで判断すると、墳形は古式の様相を呈し

ている。

一方、北山古墳の北方約200mのところでは、 6世紀

代の土器をもっ埋没吉墳らしき遺構が問キャンプ場整

備に伴う調査で確認されている。また北山古墳の南方

にある矢合神社の境内には、一本松古墳といわれる円

墳があり、境内の東側を通って虎御前山教育キャンプ

場に至る舗装道路の工事の際に、須恵器の饗が出土し

ている(写真 5③)。このように周辺にはかつては多く

の古填

単独ででト造られた古墳墳.ではなくし、複数の古填墳‘から形成さ

れる古墳墳命群中の 1基と考えられる。

写真 5 矢合神社東側道路工事中に出土した須恵器

写真 6 矢合神社境内の一本松古墳

丸山古墳と北山古墳

間JII流域に出現する丸山古墳と北山吉墳(虎御前山

の古墳群)とを比べると、いくつかの疑問が生じてく

る。

@鏡について

丸山・北山の両古墳は共に同形の舶載鏡を持つ人物

の墓であるが、想定される年代には約100年から200年



程の差がある。仮に共にほぼ同時期に持ち込まれ、伝

世された鏡とすれば、伝世期間は北山古墳の方が長い

ということになるが、それにも関わらず、使用するこ

とによって生じる摩滅の度合いは丸山古墳のものの方

がはるかに大きし」虎御前山の周辺の独立山塊ょに展

開する雲雀山古墳群や涌出山古墳群からも鏡は出土し

ているが、いずれも妨製鏡である。

@妓申について

短甲は湖北町雲雀山古墳群からも出土しているが、

北山吉墳のものとは形式が異なり、三角板兵留短甲と

いわれるものである。外見は量産品の短甲と似ている

が、使用されている鉄板は不揃いのものばかりで、帯

板との合わせ方で三角紋革綴短甲に似せているように

感じられる。量産品とは違う、試行錯誤を繰り返して

ハンド・メイドで作られた製品を思わせる。北山古墳

のものも、量産品の技法を真似ながらも量産品とは異

なる製品に感じられる。

その他様々な疑問点が挙げられるが、これらのこと

は丸山・北山両古墳の副葬品がもっ特殊性から生じて

いることであり、これらを独自の地域性と考えるか苔

かによって、当地域の理解の仕方が変わってく

う。仮に中央政権下にありながらも

ているとしても、貴重な舶載鏡や中央工房で製作され

て配和されるはずの短甲を独自のかたちで所有してい

るということは、当地域独自のルートを持っていたか

らこそ可能だ、ったのではないだろうか。中央に呂を向

けるばかりでなく、今一度地域の重要性を見直し、地

域の社会体制と中央との関係などを考えていかなけれ

ばならないのではないだろうか。

以上、虎姫町内で確認された 2基の古墳と周辺の資

料を紹介した。ここで紹介したふたつの古墳以外にも、

東浅井郡域の独立山塊上には多数の古墳が存在し、北

山古墳並の規模の前方後円墳も何基か確認できる。ま

(
左
:
丸
山
古
墳

つ

右
:
北
山
古
墳
)

た、平野部においても弥生時代以緯の土器が多く採集

されている。田川流域の遺跡は未調査ながらも、多く

の貴重な考古資料が埋蔵されていると忠われ、丸山@

北山古墳のような特殊な遺物が将来発見されるのも近

いかもしれない。(重田 勉)

設

①北山吉填出土の細線式獣帯鏡の内区の神獣のモチー

ブは、一般的にみられる浅い線刻で描かれたもので

なく、全体的に浮きだたせるように措かれており、

半肉彫式の要素もみられる。

②量産品のようなプロポーションを有せず、前後嗣を

つなぐ蝶番をもたず、プレームとなる帯板ももたな

い。小ぶりな引合板と押付板を地板に鋲寵した異様

な形態のものである。鋲も小さく、強度に優れる横

矧板鋲留短申らしからぬ製品で、外見は前期吉墳に

時折みられる、定型化する以前の短甲を居、わせるも

のカまある。

③虎姫町公民館所蔵のものを撮影。ロ縁部の一部と体

部の一部が残帯。体部の外国にはハケ自がみられ、

内面に同心円状のタタキはみられない。 6世紀中頃

のものか。
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